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総務省「健康福祉プロジェクト」
総務省競争的研究開発プロジェクト
戦略的情報通信研究開発推進制度
研究主体育成型研究開発
（地域情報通信技術振興研究開発）

健康福祉のための先進的エージェント・
ネットワークに関する研究
◇研究代表者：野口正一（応情研）
◇仙台応用情報学研究振興財団，岩手県立大，
東北大，東北福祉大，宮城大，仙台電波高専，
サイバー・ソリューションズ（計：７研究機関）



プロジェクトWeb Site：
http://www.myu.ac.jp/~togashi/scope/



研究開発プロジェクトの背景と目的

背景
超高齢化社会と疾病予防

2000年は17.4％，2020年には27.8％に達する
医療費の増大 （医療費の削減）
国民一人当たりの医療費：1955年に3.4%（2.7千円），2002年には
8.6%（244.2千円）

「健康日本21」を実現するための疾病予防システムの必要性
生活習慣病は全死因の60％，10年後の死亡率に関し3倍～4倍の開き

生活習慣の改善には多大な自己努力

研究目的
仙台市のプロジェクトと連携し，働き盛りの健常者を対象として，
次世代ウェブ技術に基づいた疾病予防システム中核とするシ
ステム開発・運用を通したネットワーク活用
「健康日本21疾病予防標準モデル」 の策定， 医療費の削減，
生産性の増大，事業の創造，活力ある高齢化社会の実現



研究実施項目
生体情報センシングシステム

センサデバイスによるユーザの生体情報を
監視してデータベースへ蓄積

情報知的端末

携帯端末による生体情報の閲覧と健康管理
指紋認証機構

超セキュアネットワークシステム

外部からの攻撃に対して安全なネットワーク

疾病予防に関する疾病予防推論システム

健康（福祉）の意味を理解するエージェント



システム基盤の設計

基盤システムの概念図 • 健康福祉の領域オントロジ
• オントロジエージェントによる推論

ユーザの健康管理や健康福祉
サービスの利用をエージェ
ントによって支援



システム基盤の設計

概要設計
センサデバイス
ユーザが装着可能なもの
で血圧、脈拍、消費カロ
リーなどを取得
生体情報をデータ
ベースへ蓄積

携帯端末
指紋認証機能
生体情報の閲覧
自己の健康チェックシート
ユーザの年齢や身体的障
害に応じて画面を動的に
構成

ネットワーク
データの暗号化
プローブの設置によるトラ
フィックの監視と攻撃の検出

エージェント
健康福祉の知識体系を領域
オントロジとして記述
オントロジKBを分散させ，オ
ントロジエージェントが管理
ユーザの要求や生体情報の
解釈をオントロジエージェント
群の推論によって解決



実施状況

センサデバイス
GPSセンサー：緯度、経度、高度、方向
高機能万歩計：歩数、消費カロリー、運動強度、etc.

データを組み込みLinux搭載の小型コンピュータで取得し
携帯電話を経由してネットワーク上のデータベースへ登録



センサ
データ

携帯型行動
計測装置

NOKIA6630
・3G携帯
・Bluetooth
・MIDP2.0

Waysmall 400ax-bt
・linux
・Bluetooth,
・RS232C * 2
・USB

環境センサリングデバイス
Garmin Geko 301
・GPS
・電子コンパス
・高度計
・RS232C

バイタルセンサ
リングデバイス

猪岡研開発
・カロリー計測
・RS232C
・USB

デバイス管理
エージェント
（GPS）

デバイス管理
エージェント
（カロリー）

Vodafone

ユーザプロ
ファイル

サーバーへ

RS232C RS232C

GUI

Bluetooth

BluetoothAPI

InternetAPI

通信管理

ユーザ
エージェント



サイズ: 85x45x18 [mm]

16bit マイクロプロセッサ

3軸加速度計 (±2[G])

気圧計

フラッシュメモリ, SRAM

リチウムイオン充電池

サンプリング周波数 30 [ms]

知的クラスター創成事業 「仙台サイバーフォレスト構想」（インテリジェントモニター）



実施状況

分散データベースの構築

データベース仙台応用情報学研究振興財団、
東北大学など４拠点に設置

ユーザの個人情報、消費カロリー、GPSデータなどを
データベースで管理

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol )に
よって拠点間で相互にデータを参照可能

セキュリティの保証

各拠点にネットワークプローブを設置

不正な端末の検出と挙動の監視が可能

今後はデータの暗号化をして盗聴を防ぐ



生活習慣病に対する疾病予防システム



Semantic Web

リソースのグローバルな識別（URI）とグローバルなデータ表現
（Unicode）

URI/Unicode

処理が容易な記述言語（XML）と複数語彙の区別・混在を可能にす
るメカニズム（名前空間）

XML/Namespace

機械処理可能なメタデータの表現（データモデル）RDF MS

語彙（クラス，プロパティ）を定義する手段の提供
RDF 
Schema

より精密な語彙の定義と，複数のスキーマの関係づけ・融合を可能
にする推論

Ontology

問い合わせ，フィルタリングを可能にする共通基盤としての論理の
定義

Rules

一階述語論理などを用いた知識の記述と，それに基づくエージェン
トの処理

暗号化Logic

エージェントの処理の履歴，処理理由など，結果を導いた根拠を示
す

電子署
名

Proof

文脈やProof，暗号化と電子署名により，エージェントが示した結果
の信頼性を判断

Trust

役割レイヤー



元気点検票による健康満足度
（山本先生ら＠東北福祉大＆ＳＷＣ）



実施状況

健康福祉の領域オントロジの記述
健康の概念をOWLで記述
例：食物のオントロジ



生活習慣病に対する疾病予防プロトタイプシステム



健康教育プログラム（「運動」について）


